
フェリー・RORO船利用促進PRパンフレット

資料１－２

第２回 四国におけるフェリー・ＲＯＲＯ船を活用した物流効率化推進協議会

平成29年3月13日







　四国は四方を海に囲まれ、港湾を利用する海上輸送と地域の産業、住民生活との関わりが深い地域です。

　この四国における海上輸送でも重要な役割を果たしているのがフェリーやRORO 船です。フェリーや RO

RO 船は、トラックなどの車両がそのまま乗船することが可能で、陸上輸送と比べると定時性の確保や環境へ

の負荷が少ないなどのメリットがあります。しかし近年では、航路数や取扱貨物量が減少傾向にあり、こうした

メリットが十分に発揮できていない状況にあります。一方、陸上輸送はトラックドライバーの高齢化や深刻な

担い手不足が懸念されるほか、排出ガスなどの問題が指摘されています。

　これまで、地球温暖化対策の観点から、環境負荷の低い輸送モードを選択する「マルチモーダル」が進めら

れてきました。また、輸送の効率性の追求の観点から、陸上輸送と海上輸送の効果的な接続を求める「インター

モーダル」が展開されてきたところです。最近は、これらの観点に加えて、人材不足への対応の観点から、海上

輸送と陸上輸送の垣根を越えて一体化して効率性を追求する「トランスモーダル」という新しい輸送形態が

議論されるようになってきています。

　こうした中、政府は、物流生産性革命の実現を目指すこととしており、平成 28年 5月に関係する物流効率化

法が一部改正されるなど、物流事業者や荷主などの関係者が、連携して物流の効率化に取り組むことへの重要性

が高まっています。四国でもフェリー・RORO 船ターミナルや高速道路網の整備により広域的な輸送ネット

ワークが整いつつあります。また、新たな大型船投入の動きもあります。

　このような状況を踏まえ、「四国におけるフェリー・RORO 船を活用した物流効率化推進協議会」では、

フェリー・RORO 船の利用促進を目指し、本冊子「四国のフェリー・RORO 船の就航状況～海を使った物流の

効率化のご提案～」を作成しました。

　本冊子では、四国の港湾に就航しているフェリー・RORO 船に関する各種情報やフェリー・RORO 船の活用

による物流効率化の事例などをご紹介しています。

　物流の効率化を検討している荷主や運送事業者の皆様は是非、お読みください。フェリー・RORO船に関する

理解を深め、実際に利用を検討する際の一助となれば幸いです。

１．はじめに ～輸送の進化に対応した海上輸送のあり方～
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セールスポイント

船舶諸元

就航航路
　　 松山 - 呉 - 広島

船名

総トン数

就航隻数

旅客定員

積載可能車両台数

旭洋丸、翔洋丸

696トン

2隻

400 名／隻

バス又は貨物 7台、乗用車 40 台／隻

5-9. 石崎汽船株式会社
荷主・陸運事業者様からの商談のお問い合わせ先

営業部：089-951-0128
HP:http://www.ishizakikisen.co.jp

ダイヤ

愛媛と広島を結ぶ最短ルート
しまなみ海道を通るより、走行距離が短く、40トントレーラーも松山～呉間なら乗船OK。
高速道路の重量規制や労務対策に是非弊社フェリーをご活用下さい。

便 数▶10便／日

便

1 便

2 便

3 便

4 便

5 便

6 便

7 便

8 便

9 便

10 便

便

1 便

2 便

3 便

4 便

5 便

6 便

7 便

8 便

9 便

10 便

松山観光港

〒791-8081
愛媛県松山市高浜町 5丁目 2259-1
TEL：089-953-1003

呉港

〒737-0029
広島県呉市宝町 4－45
TEL：0823-21-1489

広島港

〒734-0011
広島県広島市南区宇品海岸 1-13-26
TEL：082-253-1212

（H29.1.1時点）

旭洋丸

翔洋丸

13

下り便

6:25

8:25

9:35

11:05

12:15

14:15

15:20

16:50

18:05

20:10

9:05

11:05

12:15

13:45

14:55

16:55

18:00

19:30

20:45

22:50

松山観光港 広島

8:20

10:20

11:30

13:00

14:10

16:10

17:15

18:45

20:00

22:05

呉

上り便

5:45

6:45

8:15

9:20

11:20

12:25

13:55

15:10

17:15

19:45

8:10

9:25

10:55

12:00

14:00

15:05

16:35

17:50

19:55

22:25

広島 松山観光港

7:30

9:00

10:05

12:05

13:10

14:40

15:55

18:00

20:30

呉



セールスポイント

船舶諸元

就航航路
　　 松山 - 小倉

船名

総トン数

就航隻数

旅客定員

積載可能車両台数

フェリーはやとも２
フェリーくるしま

4,238トン、4,277トン

2隻

530 名／隻

トラック４１台、乗用車７３台／隻

5-10. 松山・小倉フェリー株式会社
荷主・陸運事業者様からの商談のお問い合わせ先

営業部：089-967-7181（物流関係予約）
HP:http://www.matsuyama-kokuraferry.co.jp

ダイヤ

特殊な車両を輸送
四国～九州間においては、本四連絡橋を通行できない特殊な車両を弊社フェリーでは輸送が
できることから、利用される事業者の方々には非常に喜ばれおります。
また、夜行便（所要時間７時間５分）であるため船中泊ができることで運転手さんの休憩時間と
して設定されている事業者の方もいらっしいます。

便 数▶1便／日

松山港

〒791-8081
松山市高浜町 5 丁目 2259-1
TEL：089-967-7180

小倉港

〒802-0001
北九州市小倉北区浅野 3-10-31
TEL：093-521-1419

21:55 発 翌朝 5:00 着 翌朝 05:00 着

松山観光港 小倉港 小倉港 松山観光港

小倉行き 下り便 松山行き 上り便

21:55 発

（H29.1.1時点）

フェリーはやとも２

フェリーくるしま
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